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イ
ギ
リ
ス
労
働
階
級
状
態
小
史
」

〉
印
日
同
。
再
出

r
E
q
。
『
戸
ω
F
O
F
弓
の
。
ロ
己
耳
目
。

E

E

。
日
主
国
巴
E
5
・
H
，

g
c
g
円

F
O
]
[
4
2
2
同
巴
mw
可
岳
民
〔
}
也

何
回
目
白
崎
町
内

L

E
出
H
H
O

ロu
】
坦
串
斗

百
円
四
自
開

z
q
E
H内「

多
〈
の
優
れ
七
品

-71ク
な
盤
町
倒
駅
箇
自
統
計
的
研
究
で
周
t
知
ら
れ

て
い
る

1
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
今
究
世
界
大
識
の
末
期
か
ら
職
後
に
か

け
、
「
資
本
主
義
下
に
お
け
る
勢
制
服
態
小
史
」
(
〉
担
吉
見
出
百
円
。
弓

a
E
Z
S
F
E
H
E
E
C
E問
F
E
E
s
-
n是
正
E
る
な
る
叢
書

を
戎
々
に
刊
行
し
、
イ
ギ
9
ス
ふ
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ア
メ
リ
カ
白

勢
倒
駅
臨
主
腔
史
的
に
検
討
し
ず
こ
こ
に
紹
介
せ
ん
l

と
す
る
「
イ
ギ
ヲ

ヌ
傍
倒
朕
態
小
克
」
は
・
1
議
書
叩
第
一
巻
昂
一
加
で
晶
り
、
産
業
革
命
期

か
ら
第
二
次
世
界
大
蔵
格
結
に
至
あ
ま
で
mw
イ
ギ
リ
ス
に
お
吋
る
勢
働
者

階
級
の
駅
態
を
一
覧
し
て
強
つ
に
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
文
献
で
あ

1-4 
月三

英

太

本

良日

る

。

@

周
知
の
按
じ
、
タ
テ
Y

A
キ
ー
は
、
マ
ル
ク
ス
の
所
制
労
働
者
階
級
山

絶
潤
的
誘
乏
化
的
理
論

q
v
B
E
E
n
-
E
Z
J
F
R
E
E占

4
5

4
邑

PVEER
骨

R
E
E
F与
を
英
・
濁
・
仰
・
ア
メ
U
カ
等
白
勢

働
者
階
級
に
つ
い
で
立
置
し
七
事
者
司
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
先
品
開
国
イ

ギ
H
J

ス
に
つ
い
て
は
、
と
か
く
、
こ
山
紹
鈎
的
窮
乏
ル
ω
説
音
信
網
し
な

い
、
反
期
者
が
絶
え
な
い
姑
に
錨
み
、
叉
更
に
第
二
次
大
戦
中
山
静
岡
詩

計
的
体
易
じ
知
h
慢
古
い
現
献
に
鍛
え
革
開
業
革
命
期
か
ち
最
逗
に
至
る

イ
ギ
W
J

ス
的
資
倒
肱
態
世
究
明
し
士
本
曹
を
紹
ム
ー
す
る
事
は
何
程
か
意
義

が
あ
る
で
め
ら
う
。

本
曹
は
次
的
問
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。
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何
本
議
書
は
武
の
六
刑
か
ち
時
ヲ
て
い

τ、
目
下
理
論
的
問
題
に

闘
す
る
第
七
加
が
執
筆
さ
れ
ワ
ワ
あ
る
椋
寸
で
あ
る
。

ぐ
。
「
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・
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「
ト
レ
吋
同
時
日
イ
ギ

P
ス
努
働
階
蔽
欺
欝
小
見
」

Fi i 
t言

〈
。
「
口
、
・

↓
七
宝

O
年
か
ら
一
八
五

O
年
に
至
あ
時
代
は
、
産
業
革
命
の
幸
一
時
期

骨
包
含
す
る
時
代
で
あ

h
、
勢
曲
者
階
般
的
資
本
家
階
級
へ
回
全
面
的
な

岬
世
間
脚
が
批
曾
機
構
的
に
開
立
し
、
所
諮
っ
原
生
的
傍
働
関
係
」
炉
支
配
し

七
時
代
で
あ
っ
七
。

周
知
山
様
に
生
産
様
式
川
町
醐
間
平
は
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
コ
ア
に
あ
っ
て
は

勢
同
カ
を
出
麓
酷
K
L、
大
工
業
に
甘
い
て
は
勢
働
手
段
を
出
褒
黙
と
す

る
。
マ
三
時
代
に
品
つ
て
は
、
努
働
者
の
手
工
的
な
熟
練

1
技
能
じ
紹

蜘
的
仁
依
存
し
忙
仁
訟
に
、
資
木
叩
剰
態
勢
働
仁
罰
す
る
漏
墓
は
、
生
産

関
係
の
白
然
法
則
に
よ
っ
て
溢
成
き
れ

t
、
勢
働
者
の
個
人
的
な
怒
意
に

よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
。
機
械
の
出
況
は
事
簡
を
一
同
盟
き
せ
た
。
機
械
に
お

い
て
は
勢
働
手
段
の
運
動
及
び
活
動
が
勢
倒
者

ι謝
し
臼
立
化
し
、
労
働

手
段
そ
れ
自
由
が
そ
れ
の
人
間
助
手
じ
お
け
る
特
定
的
自
然
的
制
限
ド
-
衝

突
し
な
い
限
b
は
、
同
開
え
中
引
続
い
て
生
産
す
φ

産
業
的
な
自
動
的
無
窮

運
動
機
構
と
な
る
。
機
械
は
商
品
を
低
廉
な
ら
し
時
、
盤
町
働
日
中
で
傍
働

者
が
彼
問
身

m
tめ
仁
要
す
る
部
分
号
訴
縮
し
て
、
彼
自
労
働
H
白
う

ち
、
彼
が
資
本
家
に
無
償
で
興
え
る
部
分
を
延
長
し
、
勢
倒
H
を
延
長

第
点
十
七
巻

事
ム，、
量虎

四
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乏
骨
働
階
紐
朕
態
小
史
L

レ
、
労
働
を
弧
化
レ
、
建
築
設
備
軍
を
生
産
し
、
婦
人
平
幼
少
年
世
剃
飴

債
値
生
産
機
械
仁
輔
化
し
、
も
っ
て
勢
働
力
者
搾
取
す
る
最
も
強
力
な
手

段
と
な
る
。

か
〈
て
産
業
革
命
は
曲
目
働
者
階
級
の
吠
態
を
急
速
に
語
化
き
せ
に
白
で

あ
る
。
「
十
A
世
杷
中
前
半
、
大
衆
の
駅
態
は
悪
か
っ
t

H

Y

騒
い
万
向
へ

は
向
っ
て
い
な
か
っ
士
。
民
掛
に
多
少
と
色
改
善
目
方
向
に
向
っ
て
ゆ
く

こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
七
。
政
纏
は
よ
〈
、
食
酬
明
の
侵
略
色
割
合
安

定
を
積
り
て
屑
h
J
、
失
業
も
培
た
と
い
う
よ
h
減
少
の
方
向
に
向
っ
て
い

た
a

小
小
俳
農
(
丹
宮
白
骨

E
E
E
)
濯
が
非
常
に
苦
し
ん
で
い
仁
事
は
事

費
で
品
b
、
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
の
南
西
地
帯
の
大
来
日
欧
態
が
惑
化
白
方
向

に
向
っ
て
い
た
事
も
事
質
で
あ
る
が
、
イ
ギ
9
スh
V
L

査
樫
と
し
て
司
泊
れ

ば
、
犬
家
は
感
化
の
方
向
に
向
っ
て
い
る
も
白
よ
り
改
寄
り
方
向
川
に
向
っ

て
い
た
も
臼
四
方
が
多
か
つ
士
と
い
っ
て
い
ト
の
で
あ
る
。
す
べ
て
乙
れ

ら
白
事
は
世
紀
の
半
ば
を
境
と
し
て
急
速
に
嬰
犯
し
、
世
紀
的
終
b
に
近

づ
く

ιつ
れ
て
一
情
念
漣
仁
質
化
し
士
。
一
七
五

O
年
に
は
じ
ま
り
、
一

八
宜

O
年
に
絡
る
時
期
は
串
開
業
革
命
心
時
期
で
あ
b
、
警
護
的
資
本
主
義

(目白
E
E巴
Z
官
官
E
E
)
白
最
初
切
時
代
を
包
含
す
る
時
代

rあ
っ
仁
。

産
業
的
資
本
主
義
は
努
働
者
階
級
の
朕
態
を
急
漣
に
悪
化
さ
什
、
同
時
に

イ
ギ
り
ス
の
宮
、
そ
の
生
産
力
、
そ
げ
臨
済
的
資
源
は
念
濯
に
増
大
し

t
。
支
一
副
階
噺
は
、
特
仁
産
業
資
木
家
は
斗
ふ
す
ま
す
立
誠
な
地
位
仁
っ

き
、
富
み
・
強
力
'
と
な
り
、
一
方
大
来
は
賛
凶
化
し
、
一
回
世
抑
医
さ
れ
る

に
至
つ
亡
切
で
あ
る
。
」
資
質
賃
銀
は
次
の
如
{
堕
柏
し
仁
。

第
六
十
七
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ク
チ
ン
ス
キ

1
立
「
こ
目
時
期
由
貿
銀
統
計
は
比
駿
的
低
い
償
問
担
し
か

持
た
な
い
。
指
数
は
ほ
ん

ω少
監
の
建
築
を
も
と
と
し
に
一
も
の
で
、
重
要

な
麗
襲
、
例
主
ば
援
坑
業
山
ご
と
き
が
脱
落
し
て
い
品
。
そ
し
て
含
比
一
れ

て
い
る
産
業
も
少
数
の
仕
事
の
熟
練
境
働
者
骨
代
表
す
る
に
損
ぎ
な
い
」

k
油
ベ

τい
る
が
、
更
に
次
申
様
な
注
意
骨
奥
え
て
い
る
。
ー
ー

「
統
計
は
震
の
平
均
的
質
録
音
示
す
色
凶
で
は
な
い
。
伺
主
な
れ
ば
、

そ
れ
は
例
え
ば
、
特
に
低
い
賃
銀
炉
支
梯
わ
れ
る
勢
働
者
自
瞳
的
優
勢
化

に
よ
っ

τ惹
起
さ
れ
七
平
均
賃
銀
の
低
下
が
計
算
仁
入
っ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
ゐ
(
そ
れ
は
婚
ん
宇
子
供
。
噌
穴
に
由
来
す
る
)
。
若
し
我
々
が
特
に

低
賃
銀
出
婦
人
や
平
供
日
原
備
の
培
大
主
髭
じ
入
れ
忍
な
色
、
一
六
一

八
年
ま
で
の
賃
銀
一
の
低
下
は
一
層
急
建
で
あ
っ

R
で
あ
ろ
う
し
、
こ
り
時

以
後
の
貿
質
賃
銀
の
岡
復
も
或
は
一
暦
由
低
下
と
嬰
っ
て
い
亡
か
も
知
れ



な
い
の
T
あ
る
。
叉
賃
銀
資
料
の
殆
ん

E
は
一
一
週
間
完
全
仁
倒
い
仁
場
合

の
そ
れ
で
あ
る

(
E
H
E
E
d
S同

E
凶
白
羽
田
W
)
。
し
か
し
ζ

の
期
闘
に
は

失
業
的
探
刻
に
生
U
仁
多
〈
の
年
い
か
あ
り
、
叉
努
倒
的
供
給
が
非
常
ド
不

充
品
川
で
あ
っ
十
年
も
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
事
情
の
回
世
化
は
統
計
仁
は
反
映

さ
れ
て
い
な
い
臼
で
あ
る
。
不
幸
に
し
て
失
業
に
よ
る
機
化
に
闘
し
で
は

利
用
し
う
る
京
確
な
費
削
刊
は
な
い
が
、
或
る
一
つ
の
詩
聞
に
よ
れ
ば
、
ぞ

れ
は
若
し
我
々
が
失
業
を
計
算
仁
人
れ
る
な
ら
、
一
八
三
三
年
四
二
年

及
び
一
八
回
士
年

l
四
九
年
の
聞
の
寅
質
賃
銀
の
増
大
は
、
全
部
無
〈
な

っ
て
了
わ
な
い
ま
で
も
非
常
に
僅
か
で
品
る
こ
と
を
日
僧
を
も
っ
て
い
い

得
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

ク
テ

ν
ス
キ
ー
は
習
者
「
西
宮

I
ロ
ッ
パ
臼
勢
倒
欣
態
」
仁
お
い
て

は
、
「
失
業
や
婦
人
千
供
り
賃
銀
世
考
慮
に
人
位
る
な
ち
十
九
世
紀
川
町
中

葉
じ
至
る
ま
で
日
純
一
貫
質
賃
銀
(
日

:
E
H
Z両
面
)
は
増
大
し
仁
と
い

う
よ
り
低
下
し
に
ー
と
冨
つ

t
方
が
安
査
で
あ
出
」
と
油
べ
て
い
る
。
前
ク

テ
ン
ス
キ
ー
は
、
明
買
に
賃
銀
を
低
下
せ
し
め
h

し
も
の
一
と
し
て
罰
金
制

官
官
官
B
且
皆
自
)
と
物
給
賃
銀
制

(E岳
』
込
町
富
)
を
あ
げ
て
い
る
。

以
上
は
質
質
賃
銀
に
関
す
る
興
動
の
考
察
で
あ
る
が
、
我
々
が
若
し
、

乙
れ
以
外
的
欝
働
棟
件

(
]
ω
7
2
0
0
白書
E
E
)
白
題
化
、
特
に
品
目
働
時
間

の
延
長
を
考
蹴
す
る
な
ら
、
勢
働
者
階
級
の
駅
簡
の
恩
化
は
極
め
て
著
し

か
っ
七
事
を
ア
解
し
得
る
で
あ
巴
う
。
十
九
世
紀
白
=
一
十
年
代
、
更
に
四

十
年
代
に
古
い
で
さ
え
、
多
〈
同
工
場
仁
お
い
て
は
十
四
、
十
六
、
十
八
時

間
勢
倒
日
が
見
ら
れ
七
日
で
あ

hv
消
耗
り
烈
し
き
は
、
品
目
働
者
が
聞
十

-
b
p
T
2
1
4
4
ω
J
2
イ
ギ
P
丸
野
働
階
級
扶
躍
小
史
」

歳
で
老
人
と
稽
さ
れ
が
こ
正
の
中
に
よ
〈
一
目
さ
れ
て
い
る
。
「
十
九
世
杷

の
凹
占
卜
年
代
は
お
そ
ら
〈
、
イ
ギ

p
ス
山
鹿
史
的
他
申

E
的
時
代
よ
b
色

傍
倒
時
聞
が
長
か
つ
に
。
そ
れ
は
十
九
世
紀
的
最
初
回
三
分
の
一
期
を
遇

じ
て
培
丈
し
、
そ
れ
仁
親
〈
年
代
に
お
い
て
、
不
断
仁
増
大
し
て
行
つ
士
。

佐
々
多
く
の
故
に
静
岡
者
炉
、
一
日
に
十
六
時
間
も
十
入
時
間
も
勢
働
し

な
り
れ
吋
な
ち
な
か
っ
七
日
で
品
る
。

A
Y
H
W
ス
の
『
イ
ギ
リ
ス

仁
お
り
る
品
目
働
者
階
級
の
肱
態
』
ゃ
政
府
の
諸
報
告
や
、
努
働
駅
態
仁
闘

す
る
其
他
の
研
究
か
ら
、
努
働
が
窮
乏
正
持
績
(
白
骨

5
2
)
の
限
界

じ
連
レ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

U

務
働
日
は
こ
れ
以
上
延
長
す
る

事
は
出
援
な
か
っ
仁
。
賃
銀
は
こ
れ
以
上
侭
〈
す
る
事
出
出
来
な
か
っ

仁
。
努
働
者
階
級
の
健
康
は
と
れ
以
上
弱
め
る
こ
と
は
出
来
な
か

ρ
士。

さ
も
な
吋
れ
ば
勢
働
を
完
圭
に
休
止
す
る
外
な
か
っ
七
四
で
あ
る
。
」
タ

テ
ン
ス
キ
ー
は
「
十
八
世
紀
の
後
半
ョ
鼎
百
個
朕
態
は
儀
相
相
思
化
u
v
k
o
そ

し
1
十
九
世
杷
の
前
半
し
最
悪
の
朕
鼠
に
蓮
し
七
よ
う
に
見
え
討
」
と
述

べ
て
い
る
。

似
て
こ
山
時
代
で
最
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
は
、
圏
緒
禁
止
り
解
除
で

あ
7

に
と
h
l

う
こ
と
が
由
来
よ
う
。

ヌ
ラ

Y

ス
大
革
命
は
イ
ギ
リ
ス
努
偶
者
階
級
じ
深
刻
な
影
響
ゐ
古
典
え
、

大
衆
白
間
目
不
安
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
り
で
、
組
織
的
な
勢
働
者
の
抗

屑
す
か
ら
資
本
家
階
級
的
安
査
を
守
る
に
め
に
は
一

A
O
O年
、
圏
結
禁
止

法
色
。
ヨ
ゲ

E
E自
Ed与
が
遁
温
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な

ιな
か
っ
七
日
T

あ
る
町
a
h
M
Y
第
倒
岩
階
級
臼
抗
事
は
、
そ
れ
は
無
組
織
で
不
成
功
が
普
通

第
六
十
七
巻

四
二
三

$. 

静
六
披



ー
・
ク
チ
ン
ス
キ
ト
「
ト

J
2
4品
イ
ギ
n
p

ス
第
働
階
紋
扶
態
小
史
」

で
あ
っ

k
炉
、
大
象
的
底
力
は
非
常
に
強
か
つ
仁
的
で
、
議
曾
は
一
八
一
一

-

四
年
同
結
禁
止
法
の
陵
止
そ
決
定
レ
忙
の
で
あ
け
r
o
こ
の
極
力
炉
又
一
八

四
七
年
の
か
ψ
十
時
間
務
倒
法
(
吋
E
同
E
g
b
a
)
を
成
立
せ
し
出
土

の
で
あ
る

Y
rが
こ
れ
ち
¢
国
結
禁
止
訟
の
陵
止
や
十
時
間
務
働
法
等
応

十
九
世
紀

σ
一
一
十
年
代
、
三
v
寸
年
代
及
び
四
十
年
代
の
挫
歩
的
立
法
的

k

め
U
諸
注
動
は
多
〈
は
プ
片
ジ
当
ア
念
準
主
語
岩
(
Eロ
晶
君
HUHW島
EHU)

や
入
道
主
義
者
等
肝
准
歩
的
思
想
骨
も
つ
七
人
々
に
よ
っ
で
指
導
さ
れ
七

到

の
で
あ
h
可
一
一
一
十
年
代
末
か
ら
四
十
年
代
田
一
組
織
的
な
努
働
組
令
起
動
も

2
 

叉
然
hJ
で
あ
っ
仁
町
チ
ャ

1
テ
イ
ス
ト
運
動

(
Q
E
E切
岡
田
5
2
8
3
4
の

純
地
中
、
は
じ
め
て
両
者
的
境
査
な
舟
離
が
行
わ
れ
、
以
後
、
プ
ロ

νad

-
-
ト
狽
目
的
謹
動
が
屠
制
さ
れ
は
じ
め
る
の
で
晶
る
。

註
川
同
『
同
E
4
E
F
u
k
r
m
E
H
F
回
目
Z
4
。
h
H些
富
岡
町
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ロ
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ECBm
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E
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田

E
S
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M
4
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Z
F
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(
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E
E
m
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刊

E
略
栴
す
)
事

H
T
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E
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回
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m
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m
p
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Q
W
司
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古
手
、
市
回
世

第
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日
田
岡
弘
-
L
u
a
弓
昆
音
36
持
層

5
5
唱
岳
Y
目
見
。
司

(

(

-

弘
司
自
〔
HRw-vE吉田
UHMJ
宮
出
自
吋
祖
国

E
C
4
。
『
出
口
町
V
m
c
m
i

g-脱
届
}
〈
己
口

J
巴
・
。
・
ロ
・
口
c
F
h
v
∞v。
ユ
ロ
E
o
q
。日「

出
E
H
U
V
4司。片岡内
E
問
。
】
阿
国
百
F
Z
E
g
r
J「。
H・
H・
2n-@ 

「
資
本
主
義
及
び
務
働
欣
簡
授
匿
の
新
な
時
期
の
開
始
は
既
に
十
九
世

紀
昭
前
半
仁
お
い
で
見
る
事
が
出
来
8
F
J
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
性
格
は

生
産
及
び
搾
取
町
態
化
せ
る
方
法
で
あ
っ
仁
O

そ
れ
は
、
よ
り
慣
汎
な
機

械
の
利
用
、
と
ま
す
ま
す
複
雑
な
機
械
を
利
用
し
て
、
肺
野
倒
過
程
守
強
度
化

(EF自
自
由
E
E
C与
す
る
こ
と
で
あ
h
、
相
卦
的
刺
除
値
値
の
生
産
で
あ

b
、
勢
倒
目
を
短
栴
し
て
時
同
省
ふ
り
叩
品
目
倒
を
多
〈
す
Z
事
で
あ
っ

t
。

組
問
倒
人

uω
よ
り
心
い
削
合
的
…
層
的
(
県
童
心
減
少
と
或
る
閣
の
産
業
に

お
け
る
掃
人
の
減
φ
)
で
、
こ
れ
ら
被
術
者
に
針
す
Q

一
田
町
よ
い
訓
練
出

管
施
で
あ
っ
巨
(
工
り
土

hv
出
血
汎
な
初
年
教
育
)
。
賞
受
賞
銀
む
増
大
と
搾

取
mv
増
大
で
め
っ
土
。
こ
れ
と
問
題
し
て
酬
明
倒
貴
族
的
一
生
時
?
と
熟
練
工
白

間
仁
お
り
る
隠
賀
町
努
伽
組
合
浬
動
の
設
展
で
あ
ワ
に
。
叉
植
民
地
へ
の



大
規
模
な
費
京
の
輪
出
で
あ
h
、
ぞ
的
一
結
果
ー
と
U
て
の
資
本
家
的
方
法

(
主
と
し
て
決
坑
、
錨
遇
政
設
及
び
7
Lフ
V
4

テ
1

シ
ョ
ン
に
お
い
て
)
じ

よ
る
士
清
民

ω搾
取
の
増
大
で
あ
つ
に
」

k
ク
チ
シ
ス
キ
ー
は
、
一
八
五

O
年
に
は
じ
ま

b
一
九
O
O年
に
終
る
時
期
T
特
徴
付
り
で
い
る
。

こ
の
組
関
的
利
絵
慣
仰
り
情
深
か
ら
相
脳
出
的
澗
飴
債
他
の
生
産
へ
の
鞠

換
を
告
げ
る
最
初
の
現
わ
れ
は
工
場
訟
の
成
立
預
展
で
あ
っ

t
o
「
搾
取

方
法
的
重
姑
の
理
化
の
最
初
り
現
れ
は
工
場
允
法
の
初
期
的
腎
史
的
一
中
仁

見
出
す
事
が
出
来
る
ミ
。
一
八
四
四
年
工
場
持
内
法
低
(
ミ
叶
m侍
昨
∞
〈5戸ちの一、二。

:H忌5印♂
切
旨

k〉B浄戸
ο2斤

z附

pH
ヨ命ロ内仏凶

F
命戸向担詞毛号母望2一ωの】完「芯命包}ぽ"旦『
Z吾日rH】品悶吋吉。戸川巳v乙一〕己。耳

E

凶司1
ロ巨れ

zロ
自
)
の

凹
鼠
配
初
白
救
附
巣1
的
な
部
凡
好
庁
か
ら
一
九
O
一
年
の
統
一
二
一
工
ム
場
法
(
令H
]

》ぜ記一一肖一肖白
d宅〈

A4『己H
ロ戸同戸f.Jw
。P.
凶
回Pw吋F例

主
で
津
山
の
工
同
府
法
が
遁
温
し
に
o
r
」
れ
ら
叩
工
助
法
は
す
ペ
で
幼
少
年

及
婦
人
に
闘
す
令
。
も
の
で
あ
h
、
一
八
六
七
年
金
で
仁
は
、
そ
の
滴
岡
山

路
閣
は
五
十
人
以
上
の
努
働
者
骨
雇
附
す
る
す
べ
て
の
事
業
場
者
相
括
し

に
の
で
あ
る

G

と
れ
ら
工
場
法
は
主
と
し
で
勢
同
日
の
規
制
で
あ
る
が
、

土
忙
街
宅
扶
簡
や
災
害
防
止
及
び
児
宮
教
育

r
際
墳
を
含
ん
で
い

t
。
工

場
法
仁
よ
る
勢
働
時
間
的
短
縮
に
れ
つ
で
生
れ
に
新
川
い
暇
は
勢
倒
糾
合

の
活
動
の
時
間
守
山
県
え
家
庭
生
活
を
改
善
し
に
」
。

こ
日
時
代
.
勢
働
時
間
は
弐
の
如
〈
短
縮
さ
れ
、
品
土
産
力
は
増
大
し
、

特
質
賃
銀
は
上
昇
し
仁
。

J
・
ク
チ
シ
ス
キ
1

「
ト
略
目
持
品
イ
ギ
M
ス
傍
働
階
組
欺
態
小
史
」

静
六
十
七
巻

週曽 b努倒時間指数 184.'3-1903

1別 0=100

工業及び茨抗議にお付るー州首

曽 h 労働生産性 184S~lü03

1900=100 
指 政
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1
・
ク
チ
ン

2
・
1
4
4
ω
4出
イ
ギ

9
ス
捗
働
陪
組
献
摺
小
且
」

貸幣賃銀，生計費，質質賃銀(各平均)

1849-1902， 1900= 100 

l -ト計費l-棚|純 欄 | 純

1849- 58 60 59 103 68 67 

1859- 68 68 67 106 64 63 

1869- 79 82 81 110 75 74 

1880ー- 86 82 81 101 82 80 

1887- 95 80 87 L 06 93 91 

1895-1903 96 96 

J. Kuczy.田ki.:ibid.，p. 53 

こ
の
様
な
資
質
賃
銀
の
上
昇
ー
と
努
倒
時
間
的
援
精
舎
件
つ
仁
済
働
宇
」
産

性
の
上
昇
は
、
「
一
部
は
技
術
的
準
歩
仁
よ
り
、
一
部
は
生
産
油
相
れ
の
よ

り
よ
い
配
列
、
剖
ち
制
織
的
方
法
じ
ょ
っ
仁
炉
、
最
大
な
る
部
分
は
勢
同

強
化
明
暗
瀧
宇
一
あ
り
、
努
働
者
の
雌
仰
に
よ
る
の
で
あ
る
」
。
そ
れ
は
弐

の
表
に
上
〈
一
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
か
か

Z
宵
質
賃
鋭
的
上
昇
は
「
傍
働
者
に
飴
h
に
よ
い
よ
う
に

-
話
さ
れ
て
い
る
。
都
市
や
大
き
な
町
白
勢
働
組
合
の
活
動
じ
よ
っ
て
得

ι

れ
仁
賃
銀
の
す
べ
て
の
設
展
は
指
数
仁
被
員
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
小

週常h 掛働者一人

努働 綿 綿

時間
年営blET

1829-31 100 1∞ 100 100 

18且-46 87 178 205 323 

1859-61 87 237 273 616 

1880-82 82 357 436 775 

1891-93 82 431 o2U 762 

事
宍
十
士
品
世

綿業における努働生産性白援展
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企
業
や
小
き
い
町
の
掛
働
駅
態
の
週
れ
て
い
る
冊
聞
は
賃
銀
統
計
に
は
不
充

舟
仁
し
L
P
反
映
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
領
時
間
努
働
(
島
。
巳

仲
間
5
4
4
0
許
)
が
非
常
仁
多
く
な
っ

t
い
る
黙
は
統
計
仁
は
圭
然
表
一
目
さ

れ
て
い
な
い
日
で
晶
る
。
文
時
間
賃
鋭
か
ら
個
数
賃
銀
制
市
伺
関
牝
も
君

渇
さ
れ
て
い
5
し
、
査
期
間
が
通
U
T準
行
し
ト
ド
熟
練
努
働
か
ら
不
熟
練

務
倒
へ
の
努
倒
の
稀
眠
障
化
の
阿
閣
は
賃
銀
統
計
じ
は
一
目
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
忍
。
ー
最
後
に
突
の
如
電
興
味
あ
る
震
度
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
印
も
平
均
賃
銀
は
各
産
業
¢
賃
銀
の
増
大
土

h
)
田
府
大
き
い
増
大
車

を
一
目
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
十
九
世
組
後
半
に
お
い
て

は
賃
銀
の
低
い
産
業
よ
り
、
賃
銀

ω高
い
産
菜
へ
の
費
動
が
存
し
に
か
色

で
あ
る
。
即
ち
主
と
し
て
繊
緋
産
業
よ
b
鎖
鋼
業
や
金
属
産
業
へ
の
移
行

で
借
る
。
勿
論
織
維
産
業

m
静
岡
者
は
増
大
は
し
七
炉
、
織
や
ス
チ
ー
ル

共
他
り
努
倒
者
自
万
一
炉
温
か
じ
多
〈
増
大
し
に
の
で
あ
る
ロ
桐
々
日
産
業

の
賃
銀
は
安
定
し
て
い
て
も
、
平
均
智
質
賃
銀
は
増
大
し
七
時
で
あ
る
。

何
'
と
な
れ
ば
津
山
町
〕
勢
働
者
炉
、
賃
銀
が
よ
り
高
〈
支
挽
わ
れ
る
芦
棄
に

お
い
て
倒
〈
こ
と
じ
な
る
か
ち
で
あ
る
。
仕
計
費
指
数
も
官
質
賃
銀

指
数
も
質
際
的
色
白
よ
り
傍
働
者
に
一
層
有
利
桔
朕
鼠
仁
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る
白
で
あ
る
。

rLYら
、
賛
質
賃
銀
が
上
昇
し
て
い
Z
時
仁
は
幾
分

差
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
円
ぞ
れ
が
安
定
を
示
し
て
い
る
と
き
じ
は
賀
際

仁
は
下
っ
て
い
る
と
希
え
ね
ば
な
ら
な
い
り
で
あ
る
」
。

行一
V
4
と
も
か
く
質
質
賃
銀
の
か
か
る
上
百
骨
骨
可
能
な
ら
し
め

t
色
申

は
、
イ
ギ
り
ス
炉
実
大
な
悔
外
投
資
と
植
民
地
搾
取
、
と
仁
よ
る
豊
か
な
超

1
・P
チ
シ
ス
キ
1

「
ト
バ
『
同
時
日
イ
ギ
D
ス
跨
働
階
級
献
憩
小
且
」

話
利
潤
げ
存
在
と
勢
偶
者
運
動
の
設
展
で
あ
っ

r事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
で
品
る
。
ク
テ
ン
ス
キ
ー
は
奮
著
「
西
ヨ

1
ロ
ザ
パ
に
お
け
る
勢
働

欣
蹟
」
の
由
ー
で
、
一
八
五

O
年
か
り
b

一
九
O
O年
仁
至
る
矧
嗣
白
勢
同
駅

態
を
弐
m
め
よ
う
じ
要
約
し
て
い
る
O
I
l
-「
一
八
王

O
年
|
一
八
七

O
年、

イ
ギ
リ
ス
以
外
め
地
で
イ
ギ
9
ス
資
本
に
よ
っ
て
雇
傭
せ
ら
れ
忙
第
働
者

の
犠
牲
に
b
い
て
、
品
抑
制
扶
践
的
改
善
炉
行
わ
れ

k
。
六

0
年
代
末
の
努

働
駅
態
は
、
阻
劉
的
意
味
に
お
い
て
一
一
十
年
代
田
は
じ
め
よ
b
よ
か
っ
た

と
い
え
よ
う
。
-
八
七

O
年
|
一
九
O
O年
、
こ
の
期
の
全
世
ぞ
通
じ

T
勢

働
朕
儲
は
一
股
仁
は
改
善
さ
れ
な
い
で
、
九

0
年
代
末
比
、
六

0
年
代
宋

と
比
較
し
吋
恐
ら

t
同
様
で
あ
っ
に
か
演
は
難
民
悶
悪
犯
し
に
の
で
あ
ん
一
」

k
o
 

己
目
標
に
考
え
る
な
ち
、
我
々
は
こ
臼
十
九
世
肥
後
半
期
白
勢
働
時
間

の
短
縮
平
賀
質
賃
銀
の
上
昇
に
つ
い
て
と
れ
を
誇
大
じ
考
え
て
は
な
も
な

い
の
で
あ
る
。
崎
町
倒
の
強
度
化
的
著
し
い
培
准
は
努
働
時
聞
の
短
縮
と
賀

質
賃
銀
の
土
昇
守
殆
ん
ど
相
殺
し
七
の
で
あ
る
。
乙
の
事
は
こ
の
期
間
、

勢
倒
宥
階
級
の
築
葉
駅
態
炉
非
常
に
悪
化
レ
に
事
白
中
に
如
質
に
一
目
さ
れ

T
い
る
の
で
あ
る
。
ク
チ
シ
叉
キ
ー
は
弐
の
様
じ
謹
ベ
て
い
る
。
!
|
i
『
紫

養
不
良
(
自
己

E
E
E
0
5
は
資
木
主
義
白
嘗
っ
て
叩
"
と
の
時
代
よ
り
も

惑
し
'
¥
管
質
賃
銀
は
賢
木
主
義
白
隠
史
に
お
い
て
E
の
時
代
よ
り
も
高

い
に
も
か
か
わ
ら
干
、
柴
養
不
良
は
以
前
よ
り
よ
巳
感
し
い
の
で
あ
る
。

勢
働
時
間
は
減
少
し
、
閑
暇
は
資
本
主
義
旧
暦
史
じ
お
い
て
E
の
時
代
よ

り
も
長
〈
な
っ
仁
仁
も
拘
ら
宇
品
開
養
不
良
は
こ
れ
ま
で
よ

b
一
居
拶
し
い
、/

 

第
斗
ハ
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ー
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
「
ト
ヰ
日

J
2
イ
ギ
ηJ
ス
轡
働
階
融
限
態
小
史
」

の
で
ゐ
る
。
勢
側
道
動
は
よ
り
組
織
化
さ
れ
、
よ
b
活
動
的
E
な
っ
七
に

も
拘

ι十
、
資
本
主
義
の
温
告
の
隠
史
白

E
の
時
代
よ

h
色
拶
し
い
の
で

あ
る
」
と
。

勢
働
時
間
的
摂
縮
、
官
一
質
賃
銀
め
上
昇
と
こ
の
柴
養
不
良
日
慈
し
い
事

賓
と
の
り
聞
の
一
見
矛
盾
し
て
見
え
品
現
象
ド
鈎
し
ク
テ
ン
ス
キ
ー
は
弐
の

様
な
品
川
明
を
輿
え
て
い
る
。
|
|
「
は
じ
め
見
七
時
に
は
と
れ
ら
の
異
っ

た
傾
向
は
査
〈
矛
盾
す
る
様
仁
見
え
る
切
で
あ
る
が
、
し
か
し
若
し
我
々

が
都
市
仁
お
け
石
市
井
駅
態
は
よ
く
な
っ
↑
い
が
一
唐
人
口
が
欄
密
に
な
っ
一

h

い
こ
と
、
勢
倒
時
間
は
回
く
な
っ
仁
炉
、
静
岡
が
一
層
強
度
化
さ
れ
た
こ

と
、
官
質
賃
銀
は
培
大
L
た
が
食
物
の
費
や
債
怖
が
悪
化
し
に
こ
と
を
き

と
れ
ば
、
十
九
世
組
後
#
に
お
こ
っ
仕
事
を
理
解
す
る
事
炉
出
来
る
で
あ

ら
う
。
多
く
む
駒
に
お
い
て
勢
崎
駄
態
は
改
善
さ
れ
に
が
、
他
叩
賄
に
お
い

1
悪
化
し
、
そ
し
て
支
配
的
な
の
は
こ
の
語
化
伊
助
で
あ
つ
に
の
で
あ
る

事
質
的
上
仁
立
ヲ
て
主
張
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
叩
蹴
角
か
ら
説
明
す

れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
努
働
岩
階
践
の
駅
臨
'
は
改
一
番

さ
れ
町
か
っ

tmu
で
あ
る
。
我
々
は
レ
か
し
査
臨
と
し
て
云
え
ば
、
イ
ギ

リ
ヌ
の
傍
倒
者
階
級
が
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
合
案
闘
こ
こ

で
は
右
大
な
敏
-Q
梓
民
勢
働
者
が
努
倒
駅
脇
田
一
般
的
標
準
を
押
し
下
げ

て
い
る
の
で
あ
る
的
勢
働
者
に
比
践
し
て
き
え
色
、
ょ

b
多
C
改
善

γ

れ
仕
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
ひ
こ
由
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
我
々
は
イ
九
世
杷
末
、
チ
ャ

l
p
ス
・
プ

l
ス
が
ロ
シ
ド
ン
で
、
二

十
世
杷
の
は
じ
め
、

ν
l
f
ム
・
ラ
ヲ
シ
ト
ヲ
ー
が
ヨ
ク
で
調
査
し
七

第
六
十
七
巻

回
二
八

9
 

務
働
4
4
階
級
白
肢
障
が
、
驚

t
ベ
誌
劣
悪
さ
を
示
し
て
い
士
事
を
充
分
理
伊

解
す
名
事
炉
出
来
る
の
で
あ
る
。

扱
て
、
静
倒
絢
合
が
相
関
さ
れ
柁
工
場
、
繍
山
や
工
場
法
が
遁
用
さ
れ

に
工
場
や
事
業
場
に
お
い
て
は
傍
倒
時
聞
は
摂
縮
さ
れ
仁
が
、
工
場
法
の

遡
用
を
う
け
な
い
零
細
企
業
に
お
い
て
は
穏
{
，
へ
き
侭
劣
な
傍
働
悌
件
M
M

支
国
し
て
い
仁
こ
と
を
忘
れ
T
は
な
ら
な
い
り
で
あ
る
(
問
看
E
2旬
間

E
F

E
4
)。
「
賃
銀
や
傍
働
時
聞
に
関
し
て
云
え
ば
、
こ
れ
ら
り

(
E
E百四

H
E
E
S
岸
本
)
務
働
者
白
地
位
は
極
度
に
み
じ
め
で
あ
っ
仁
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
。
成
年
男
干
に
つ
い
て
云
え
ば
彼
塾
は
食
事
の

t
白
む

背
通

ω時
間
と
お
茶
の
忙
め
白
半
時
聞
を
い
れ
て
)
日
に
十
六
時
間
色
働

い
て
い
る
臼
で
あ
る
。
或
る
場
合
仁
は
勢
働
時
間
は
こ
れ
よ
b
短
い
も
の

も
あ
る
が
、
し
か
し
他
の
場
合
に
は
食
事
時
聞
を
除
い

τ十
八
時
間
b
働

。

い
て
い
る
の
で
あ
る
」
(
河
内
唱
。
ユ

Z
F
O
M
W
E
E
え
叶
百
骨

B
F
m

m
4
2
m自
関

与
ω
常
ヨ
己

F
o
開
島
片
岡
廿
白
色
円
。
回
一
角
g
p
H
h
Q出品。

g
H∞∞寸

同

E
言
。
内
円
。
吉
富
。
丙
F
〈。]・
H
し
同
阿
同
H
同
w
E
U
F
M
W
)

註

ω
い
『
関
E
Nぐ
ErMU
〉
由
。
z
E
2
0
4
u
u
告

間

百

戸
-
L
H

唱
・
畠
I
l
a

何
工
場
法
。
歴
史
に
つ
W

て
は
失
申
書
物
を
参
照
せ
k

E
5
E
Z
H
陶
日
m
E
h
E叩
E
4
。同
F
5
4
F占

Hpz。g

HCHH 

宮

耳

-
d
s
E
F
吋
-wm
開
耳
目
可
同
胞
の

Z
4
岡
市

m
B
E
E
Q
P
]
E島

第

擁

O 



出

回

f
v
r
F
F
a
。4H
L

品
問
宣
言
回
目

f
z
z
z
Eデ

同包囲。回、]吉岡由

問
担
問
同
判
。
A
H
M
m
H
J
F
E
-
-
M
V
島

内

F5-w
同
省
自

l回

向

イ

ギ

n
y

ス
白
調
外
投
棄
は
一
八
六

O
年
ま
で
に

=
o、
0
0

。、

0
0
0
4
y
y
陀
遣
し
た
。
十
年
後
に
は
そ
作
は
四
倍
民
宿

加
L
、
安
白
一
二
十
年
聞
に
再
世
田
倍
と
な

D
、
約
三

0
0、
0

0
0、

ooodurド
を
算
す
る
に
至
っ
た

O

で
あ
る

G

同
E
4
5
r
u
〉

F
。
再
出
室
。

4
u
唱・

8
1
3
0
何
『
F.同担号内臼N品吋百回

断昏
rEF

凹

r祖
向
】
F『

F.

同

zEのN品可凶
E加

E‘
】

Fγι凶邑与一げげ宮。自匡日同凸自内島凶出臣困宮
E【毘吾EM
只5《。

s)臣沼
E
当
岳
百
目
凶
開
附
β官叶目。同句〕。♂噌

MMMM'owilA帥
‘

の
】
・
阿
国

0
4
5
r
r
〉
留
。
江
田
町

E
F
咽
窓

肉

F
E
-
w
E・
0
T
l
o

川

W
Q
P
E
E
F♀
ず
口
芯
目
白

F
V。一日

E
T
E
E
-
出

出
-mG省
国
昨
日
ow
】
唱
。
君
主
計
〉
出
E
a》
。
門
叶
。
羽
目

F戸時
mw
同泊。。

m
H・
阿
国
日
吉
静
岡
、
k
p

印
官
民
国
同

mzq噌噌・
U
H

(
 

回

周
知
の
様
じ
4
1
九
世
紀
中
葉
町
イ
ギ

p
ス
の
繁
栄

(
3
Z
Z
M
E
p
a
-

-
口
々
)
は
一
八
七
三
年
の
大
恐
慌
以
後
、
所
担
。
明
日
付
口
町
出
呂
田
岡
富
山
一

時
期
仁
人

b
、
濁
占
資
本
主
義
金
融
資
本
主
義
へ
推
移
し
は
じ
め
に
炉
、

ー
・
ク
チ

Y

ス
キ
1

「
ト
叫
同
」
町
田
イ
ギ
P
ス
勢
働
階
融
飛
躍
小
且
」

乙
叩
権
移
は
同
時
仁
植
民
地
略
取
り
憶
(
ベ
き
飛
躍
、
世
界
合
割
問
母
つ
の

激
化
と
結
び
つ
い
て
い
忙
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
一
八
七
三
年
以
衆
白

不
況
に
も
か
か
わ
ら
令
、
否
こ
の
自
由
主
義
的
繁
栄
の
格
帯
用
故
に
回
世
質

一k
i
L
F
L・
-
ド
ェ
一
】
オ
昆
ズ
ム

し
は
じ
め
七
階
級
闘
事
(
新
組
合
主
義
へ
の
移
行
}
守
抑
制
し
、
腐
敗
せ

し
め
る

rめ
に
、
十
九
世
相
茎
葉
仁
至
る
ま
で
、
賢
官
孔
賃
銀
の
上
昇
か
官
、

特
に
傍
醐
貴
族
の
そ
れ
を
(
勢
働
貴
放
の
培
養
)
可
能
な
ち
し
め
七
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
上
昇
が
常
t
ペ
主
務
働
強
度
化
じ
よ
る
搾
取
の
靖
大

と
結
び
つ
い
て
い
忙
事
は
既
に
論
じ

h
k
と

ろ

で

あ

る

。

ぃ

事
七

0
年
代
以
帯
。
費
質
賃
銀
白
上
昇
を
努
働
貴
設
と
野
耐
者
大
衆
と

に
分
廿
て
噌
署
す
れ
ば
衣
の
諮
問
♂
で
あ
る
。

ーー

勢働貴族努働大衆

(1900=100) 
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ー
・
タ
チ
ン
ス
キ
1

「
恥
咋
同
時
品
イ
ギ
P
ス
第
働
階
級
倣
酪
・
小
且
」

十
九
世
記
後
咋
期
的
勢
倒
扶
態
の
改
一
善
は
主
と
し
て
工
業
や
炭
坑
の
キ

イ
職
業

(
Z
W
T
-
t
)

小
少
数
mw
グ
ル
ー
プ
白
ぞ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ぞ

色
っ
て
勢
働
者
大
裁
の
生
活
駅
障
が
一
悪
佑
し
わ
ト
事
骨
看
過
し
て
は
な
も
な

い
白
で
あ
る
。

担
て
「
脅
菌
主
義
、
金
融
資
本
書
義
、
調
占
主
義
主
語
、
職
争
L
草
命
、

表
退
と
寄
生
性
、
と
れ
ら
が
十
九
世
紀
末
頃
に
は
じ
ま
っ
七
資
本
主
義
の

第
三
の
時
期
の
性
格
で
ゐ

za
資
本
主
義
り
新
し
い
性
格
は
叉
努
働
運
動

ω援
毘
及
び
搾
取
叫
撃
阜
的
方
法
の
新
ら
し
い
時
期
者
意
味
し
七
」
と
ク

テ
シ
ス
キ
ー
は
第
三
章
の
「
一
九

O
O年
一
九
三
九
年
」
骨
書
出
し
て

、，。。使

る

倒

比

U

れ
所
凡
庁

民

吉
岡
町

議
握

ス
》
は
M
M
V

子。

m
w

紳済循環

2.S 93 94.1 1880- 86 

2.4 93 94-8 95 1887 

4.4 93 96-5 1895-1903 

3.5 90 94-8 08 1904 

‘6，1 88 96，0 14 1909ー『

25，0 86 94，4 23 1915 

2，5 〆 7787，1 32 1924一一

5，9 75、

J， K臥czyn.ski，ibid." p. 89 

85.9 30 1933 

第
六
十
七
巻

四
百

G 

第
六
貌

一ー
一

十
九
世
杷
後
半
に
見
ら
れ
七
勢
働
際
件
目
「
改
善
」
は
消
失
し
て
顕
化

に
掬
じ
、
方
大
な
失
業
者
需
が
出
現
し
、
不
生
産
的
な
軍
需
生
震
が
増
大

し
、
資
本
主
蓑
の
寄
生
性
が
増
大
し
仁
。
乙
れ
ら
的
こ
由
時
期
の
性
格
を

統
計
に
よ
っ
て
示
そ
う
a

• 
不生産性の増大

E理済循環 |指数
/ 

1880- 86 100 

1887- 95 102 

1895-1903 104 

1904- 08 107 

1909ー-14 111 

1915- 23 157 

1924- 32 '123 

1933- 39 130 

J. Kuczyu!iJd， ibid.， p. -90 

融唱責調
9.51 971 9~円 1021001 190金一 8 

931 951 1041 1011 108 1909ー-14

871 

911 

89 

98 

18811801 204 

-I111刷 1181 

1915-23 

9白

*不完安な禰環，危揖や不況の年が

落されている，戦争目去って妨げ島

れた循環

J. Kuczynski， ihìd.~ p. ~2 

1041 169 
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銀賃

加

賀

3

2

質

h
p

引

の

川

ト

族

4

m

l

鵬
肌

1

州

勢

」

i
l
-
-一

一
同

町

四

鵬

叫

回

一

団

1

U

1

一

行

涼

:

一

一

一

一

山

氏

田

加

担

一

k

m

8

9

9

一

山
間

1

1

1

7

J

扱
て
土
地
巴
賃
銀
指
数
は
「
傍
働
世
相
階
級
炉
一
購
買
力

m
捜
化
宣
閉
し
で

は
い
る
が
、
勢
働
者
階
級
が
い
か
な
忍
牛
話
を
し
て
い
る
か
は
示
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
勢
倒
岩
日
購
買
カ
時
十
年
前
よ

h
少
〈
な
っ
て
い
る
事

脅
意
味
し
て
い
る
が
、
勢
働
者
が
充
品
円
買
う
こ
と
炉
問
来
る
か

E
う
か
と

い
う
こ
と
は
一
目
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
。
己
の
研
究
は
二
十
世
紀
に
人
つ

亡
津
山
な
き
れ

K
が
、
ラ
ウ
Y

ト
リ
ー
の
研
究
に
従
っ
て
三
「
肉
閥
的
な

健
康
に
冶
嬰
な
も
の
」

(
J
F
3
5
2
E
B
旦

W
F
E
E
-
E
E
2
ク
チ

y
ス
キ
ー
が
「
剖
俄
と
時
働
」
同
日
四
日
目
白
当
。
吋
W
U
5
8
の
中
で
値

っ
た
官
業
岸
本
)
骨
買
う
に
必
要
な
ラ
ウ
シ
ト
リ
小
最
低
穎
以
下
の
賃

白
銀
し
か
得
て
い
な
い
務
働
者
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
弐

り
様
に
算
定
レ
て
い
る
。
因
み
に
ラ
ウ

γ
ト
リ
!
の
努
働
者
家
族
仁
必
要

な
最
低
聞
は
、
宍
が
特
に
烈
し
い
努
倒
は
や
ち
な
い
で
、
三
人
の
子
供
を

含
ん

r家
族
で
、
戦
前
は
約
週
五
十
五
ジ
り
シ
グ
で
あ
つ
も

96 

95 

93 

92 

91 

08 1904-

J
-
グ
デ
Y

ス
キ
1

「ト

4
同
日
許
可
日
イ
ギ
刃
ス
捗
働
階
級
献
盟
小
史
」

‘

帥

‘' 

職前ラウシトりーの最侭額以下の賃銀を得てい7こ勢働者の百分比

男子餅働者女子掛働者綿鰐働者
百分比 百分比 百分比

75 75 75 

11 

16 

11 

6

4

9

8

8

5

4

 

4

Z

2

1

 

55 

0
5
5
5
5
5
月

5

6

3

3

2

1

2

 

5 

0

2

2

7

8

1

3

 

4

1

1

 

7
0
0
5
0
 

5
8
5
2
0
 

4
i
 

88 

100 

80 

70 

日

師

団

m
m

産業

Mining other t11all coal-mining and 
qunrrying 

T1Catment of non-metalliferolls 
mine and qU:1rry proonc!s 

Brick， pottery， glass，chemkal 
products， etc 

Metal， engineeriJlg， shipbuilding， 
etc. 

Textiles 

Leathcr 

Clotbing 

Food， drink， tobac印

Woodworking 
Paper， printing， stationery， etc. 
Transport RQ.d storage (oiher than 

railways) 
Public utility問 rVlc酎

Coal mining 

BuiIding 
Railways 

Agriclllture 

静
犬
十
七
巻

四

'" 

10 

4 

し
てグ
いチ
る y
o 

ス

|キ
-， 
若は
しこ
説白
々 n
bξ 下松

俸ゐこを
穴 日数
量虐 パ lこv

l礎
セえ
ν て
テそ
I Ql 
ジ段
~ ~ 
工失
業の
及様
び ι
畏 Jr
業定

一日
一一



~家

J
Pテ
ン
ス
キ
1

「ト

4
日

J
3
イ
ギ
3

ス
時
働
階
扱
股
躍
小
且
」

に
徒
事
し
で
い
る
勢
働
者
の
故
に
摘
用
す
れ
ば
、
一
平
日
々
は
約
四
百
高
人
由

男
子
勢
働
者
が
、
ラ
ワ
ン
ト
リ
ー
の
最
低
限
印
ち
=
一
人
白
子
供
を
含
ん
だ

五
人
の
家
旋
が
生
事
、
健
康
で
い
る
事
が
出
来
る
最
低
額
以
下
し
か
得
て

い
な
い
と
と
、
そ
し
て
約
二
宵
蔦
人
心
女
子
勢
働
者
が
ラ
ウ
Y

ト
リ

l
白

最
低
限
以
下
で
頼
る
も
り
も
な

t
宅
福
し
て
い
る
こ
と
が
品
川
る
白
で
あ

る
。
若
し
我
々
が
こ
れ
ち
か
ら
家
族
音
持
七
な
い
か
或
は
少
レ
の
家
族
し

か
持
仁
な
い
す
べ
て
日
持
働
者
及
び
既
蔚
婦
人
を
除
外
す
る
な
ら
、
そ
し

て
若
し
三
人
知
子
供
山
家
族
に
劃
す
る
最
低
額
は
得
て
い
る
が
、
乙
れ
よ

h
家
族
の
多
い
蛸
間
働
者
及
び
誰
か
い
か
彼
女
仁
依
存
し
て
い
る
す
べ
て
の
女

子
勢
働
者
砕
包
含
す
る
な
ち
ば
我
々
は
大
雑
把
に
見
積
っ
て
も
、
九
一
一
一

七
年
じ
布
い
て
、
働
け
ば
怯
康
ぞ
保
つ
こ
と
あ
成
長
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
よ
う
な
股
簡
で
生
き
て
い
お
男
子
.
婦
人
及
び
児
童
の
敏
は
一
千
高
人

仁
建
す
忍
的
で
あ
る
G

彼
等
は
彼
等
が
行
っ
て
い
る
疲
勢
す
る
仕
事
か
色

完
盃
仁
回
復
す
る
己
と
い
か
出
来
な
い
り
で
あ
る
。
一
干
高
人
山
側
〈
男
や

女
や
子
供
が
、
一
股
に
は
幸
必
で
あ
つ
に
と
考
え
ら
れ
て
い
に
時
代
に
不

充
合
に
食
べ
、
不
充
分
に
着
、
語
い
性
宅
に
住
ん
で
い
七
の
で
品
る
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
、
食
料
問
題
仁
一
蹴
す
る
第
一
の
イ
ギ
リ
ス
の
擁
成
仁
よ

っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
事
は
悼
目
に
値
す
る
。
即
ち
ジ
ョ

y

・
オ
ー
ル
卿

(由

M
H
T
F
P同
)
は
失
叩
様
に
書
い
て
い
る
の
で
あ
Z
0
1
『
査
人
口
叩

1
一3

に
託
い
人
々
の
食
物
が
、
我
々
が
健
康
仁
、
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と

知
っ
て
い
る
慌
準
に
注
し
て
い
な
い
り
で
岳
る
』

(
T
E
C司
自
己
)
Z
E

E
F
2
F
F
E
E向
F何

回

v
n
0
1
他
国
項
目
国
自
♂
同
自
門

H
E
L
P邑、
M
M

目
同
)

第
六
十
七
轡

凹
= 

宅注

第

六
旗

四

と
。
少
し
奮
い
炉
ウ
ェ
プ
夫
妻
は
、
一
九
一
一
年
に
者
わ
し
、
一
九
三

O
年
に
再
肢
を
出
し
士
「
防
賞
論
」

(
4
Z
F
2
g
z
B
G向

P
E
E
E与

の
中
で
次
の
様
に
述
べ
て
こ
の
事
費
V
袈
書
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
-

寸
イ
ポ
リ
ス
由
人
口
の
う
ち
一
千
菖
或
は
千
二
有
高
人
ま
で
が
家
族
に
調

し
週
一
ポ
シ
ド
以
下
山
所
得
し
か
な
い
ψ
で
あ
っ
て
、
病
気
に
よ
る
纏
観

的
失
砲
は
彼
等
の
純
凶
的
濁
立
を
不
断
仁
脅
す
の
で
あ
る
。
従
っ
て
病
気

が
普
品
目
程
皮
以
上
に
生
十
れ
ば
、
家
族
は
貴
窮
り
掘
削
旧
に
お
ち
て

p
t

m
で
あ
る
日
と
。
そ
の
窮
乏
の
深
刻
3
骨
知
る
べ
き
で
め
る
。

担
て
一
九
O
O年
1
一
九
一
二
九
年
り
時
代
は
失
業
が
活
大
巾
レ
、
深
刻

佑
し
七
時
代
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
勢
倒
4
4
階
級
の
窮
乏
化
を
押
し
謹
め
士

大
き
な
原
因
で
あ
っ

t
事
は
論
争
る
ま
用
ー
も
な
い
。
弐
叩
統
計
苛
具
ょ
。

190U 2.5 1020 2.4 
1901 3.3 1021 16.6 
1902 4.0 Hl22 14.1 
1903 4.7 1'923 11.6 
1904 6.0 1924 10.2 
1905 5.0 1925 11.0 
1906 38.J 6 11193227 8 12.3 
1007 9.6 
1908 7.8 1028 10.7 
1909 7目7 1929 10.3 
1910 4目7 Hl30 15.8 
1911 30 1931 21.1 
1912 3.2 

1199332 3 21.9 
1913 2.1 ]9，R 
1914 3.3 1934 16.6 
1915 1.1 1935 15.3 
1916 0.4 1936 12.0 
1917 0.7 1937 
1018 0.8 Ul3S 12.1') 
1919 2.4 1B39 10.3 

失業率J 、 1900-1939 

(百分比〕

J. Kuc zynsld， ibid.， p. 97 



一年或は一年以土

の失業者の育分比

21.1 1932年12月

2G.4 タ1933 

24.2 。1934 

E氾.5# 1935 

25.1 • 1936 

21.3 -1937 

3

8

 

目

白

d少1938 

8月

J. Kuczyn'ski， 

ilJit1.， p. 98 

1939 

扱
て
衣
に
、
戸

〈
煩
桝
き
れ
、

標
準
勢
倒
週

(
E
E
P
E
4
2
F
E
m
Z島
)
は
衣
の
如

一
時
間
営
り
努
同
生
産
性
は
夫
の
如
く
よ
昇
し
七
。

標当世努観r週の指数

a 

一一五
官一程一 100 1895-1903 

99 lS95-HI03 99 08 1904ー

101 日81904ー 目
的
日
出

14 

32 

1909ー

87 町内

.>0 

108 14 1909 
1924一一

1933ー 『

111 32 1924-一

136 

J. Kucqnski， 
ib1l:包.， p. 102 

ー
・
タ
チ
ン
ス
キ
1

「
ト
吟
叩
球
目
イ
ギ
リ
ス
捗
働
階
組
依
態
小
奥
」

¥
 

3u 19:13¥ 

「
乙
の
勢
同
生
震
性
の
急
速
な
上
昇
は
一
部
分
は
品
目
倒
的
強
度
化
の
増

大
じ
よ
り
、
即
ち
例
々
の
蝿
古
川
刑
者
を
一
居
強
制
し
七
こ
と
仁
由
来
し
亡
の

で
あ
る
が
、
こ
の
と

t
は
勢
働
者
階
般
の
聞
に
関
汎
な
帥
締
系
の
疾
出
品
昔

蒜
起
し
、
そ
し
て
ぞ
的
結
果
と
し
て
一
般
的
じ
は
静
仰
岩
階
級
日
健
醍
を

非
常
仁
恵
化
さ
せ
仕
の
で
あ
る
一
一
と
グ
チ
Y

ス
キ
ー
は
辿
ベ

τい
品
。

二
十
世
紀
仁
入
っ
て
勢
働
宥
陪
献
の
欣
態
的
悪
化
仁
直
接
に
影
響
し
士

事
件
を
拾
っ
て
見
れ
ば
、
究
の
如
き
も
の
が
あ
っ
仁
。

一
つ
の
小
職
事
(
南
阿
識
字
)

二
つ
の
世
界
大
戦
(
一
九
一
四
年

l
一
八
年
及
び
一
九
三
丸
年
四
五

年
)

一
つ
の
静
刻
な
危
機
(
一
九

O
八
年
)

二
つ
日
恐
る
べ
き
世
界
恐
慌
(
一
九
二
一
年
ニ
二
年
、
及
び
一
九
ニ

九
年

1
2一
二
年
)

深
刻
な
イ
ン
フ
V

ショ

y
政
策
目
時
期
(
一
九
一
五
年
二

O
年
)

「
多

t
の
深
刻
な
恐
慌
や
二
つ
叩
鞍
宰
を
含
む
資
本
主
義
叩
時
期
が
、

ぞ
れ
以
前
四
時
期
に
比
綬
し
て
、
努
働
状
態
や
生
活
昧
態
が
非
常
に
悪
化

し
七
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
o

か
〈
「
し
我
々
は
今
や
弐
の
如
〈
い
う

こ
と
が
出
来
る
引
で
あ
る
。
|
|
巨
大
な
技
術
的
経
歩
に
色
拘
ら
中
、
生
副

産
さ
れ
る
商
品
の
傷
く
4

き
埴
大
に
も
拘
ら
守
、
定
大
な
宮
川
町
創
抽
出
に
も

拘
ら
十
、
魁
何
倒
者
階
部
酬
は
、
そ
町
一
欣
態
が
常
に
悪
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

経
験
し
七
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
黙
に
お
い
て
で
は
な
い
が
、
又

必
す
し
も
同
じ
側
面
ド
恥
い
て
で
は
な
い
が
、
そ
し
て
す
べ

τの
隠
居
と

第
六
十
七
巻

四
=
一
三

第
六
競

五



J
-
タ
T

Y
叉
キ
1
「
ト
叫
叩

J
2
イ
ギ
3
ス
場
働
階
担
欺
盟
小
島
」

事
い
う
わ
吋
で
は
な
い
が
、
勢
倒
朕
態
及
び
生
活
欣
儲
の
め
ら
ゆ
る
黙
を
全

世
と
し
て
と
っ
て
見
れ
ば
、
そ
う
な
臼
で
ゐ
恥
」

こ
と
に
注
意
す
べ
書
は
一
一
十
世
紀
に
人
っ
て
か
ら
の
搾
取
方
法
は
絡
調

的
剰
儀
償
値
の
生
産
(
一
八
五
0
年
間
ー
ま
で
田
支
配
比
佐
形
態
)
と
一
相
謝

的
剰
倹
侵
他
的
侍
産
(
十
九
世
和
後
半
期
の
支
問
的
問
向
)
k
m
両
方
法

が
結
合
し
よ
う
と
し
仕
貼
で
一
あ
る
。
こ
れ
は
野
賢
性
の
は
じ
ま
り
で
あ

ち
、
情

t
ペ
き
搾
取
の
強
化
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
れ
が
典
型
的

に
現
わ
れ
、
児
童
第
働
は
増
工
九
し
、
努
倒
日
は
延
長
き
れ
、
慢
質
賃
銀
は

低
落
し
た
り
で
あ
る
。
閑
朽
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
議
は
、
説
腕
さ
れ
仁
搾

取
方
法
(
相
劃
的
制
飴
慣
値
の
生
産
)
に
加
ふ
る
ド
原
始
的
な
搾
取
方
法

(
絶
封
的
剰
時
情
植
自
生
産
)
骨
用
い
は
じ
め
仁
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
イ

ギ
P

Z
仁
も
お
こ
h
つ
つ
め
る
印
で
あ
る
。
貿
質
賃
銀
は
世
砲
の
交
以
来

低
落
し
、
鏑
業
に
お
吋
る
勢
働
目
は
、
今
夜
桜
零
前
に
は
、
前
大
戦
に

綾

t
卑
よ

b
色
す
で
仁
延
長
き
れ
て
い
る
の
で
あ
b
、
野
働
の
稀
寝
化

(E巳
H
O
足。『

F
F己
叫
)
は
す
べ
て
出
産
業
に
お
い
て
行
わ
れ
つ
つ
あ
る

の
で
あ
る
。
資
本
主
誌
が
綴
〈
限
h
.
一
府
的
勢
働
目
白
延
長
や
児
童
勢

働
が
ひ
そ
か
に
或
は
公
式
仁
(
。
院
の

E
q
)
噂
人
さ
れ
る

E
考
え
血
ば
な

ら
な
い
。
労
働
力
の
急
速
な
消
耗
は
支
問
階
級
を
幡
圭
き
な
h
で
あ
ろ

う
。
伺
と
な
れ
ば
港
大
な
産
業
務
備
軍
が
伺
イ
高
と
い
う
失
業
者
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
町

膏
者
「
西
河
口
ッ
パ
の
勢
倒
欣
態
」
仁
お
い
て
は
、
タ
チ
シ
ス
キ
ー

は
こ
の
期
の
鉾
倒
扶
離
を
衣
の
遁
b
罫
約
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
一

第
六
十
七
巻

四
=
一
回

事
六
扱

一
二
宍

八
九
五
年
|
一
九

O
三
年
以
来
イ
ギ
ロ
ス
に
お
り
る
賀
質
賃
銀
は
蹄
跨
循

環
毎
戸
依
下
し
に
の
で
あ
4
6
0

野
働
心
強
度
は
非
常
に
増
大
し
わ
ト
。
健
康

保
険
的
施
行
色
都
市
白
住
宅
事
情
回
無
現
の
七
め
に
充
分
数
県
あ
る
手
段

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
失
業
保
険
日
箆
施
官
増
大
す
る
失
業
に
よ
る
賃
銀
一

喪
失
骨
相
殺
す
る
も
印
で
は
な
い
由
で
あ
る
。
六
五
年
間
、
即
ち
一

λ

ニ
O
年
|
一
八
王

O
年
及
び
一
九

O
Oヰ
|
↓
九
三
五
年
(
三
九
年
と

し
て
も
同
様
マ
あ
る
。
・
岸
本
)
の
聞
は
勢
楠
欣
態
は
疑
も
な
〈
極
化

*
 

し
た
。
努
仙
吠
態
M
P
改
善
さ
れ
た
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
資
本
家
が
、
イ
ギ

リ
ス
外
で
、
剖
ち
一
部
は
植
民
地
、
一
部
は
外
国
間
洲
大
陸
や
ア
メ

p

カ
で
努
働
者
を
雇
傭
す
る
こ
と
に
土
っ
て
莫
大
な
超
過
利
潤
を
獲
得
し

h
h

年
で
あ
つ
に
の
で
品
る
」
と
。

扱
て
、
二
十
世
紅
に
人
っ
て
以
来
、
否
、
イ
ギ
ヲ
ス
が
繁
酷
掛
か
ら
不
況

へ
移
行
し
士
一
八
右

0
年
代
以
来
、
勢
働
運
動
じ
お
い

τ
E重
大
な
艶
化

が
お
こ
っ
士
こ
と
は
周
知
的
遁
b
で
あ
る
。
無
線
ヱ
中
心
白
鶴
済
主
詩
的

闘
守
の
職
議
別
鯛
合

(
O
E
3
5
5
B
)
か
ら
非
熟
練
工
の
産
業
別
組
合

(旨

E
Z
E
M
M
E
B
)
に
よ
る
新
組
合
主
義
へ
、
更
仁
社
曾
主
義
の
惇
活

へ
と
、
勢
働
者
大
乗
は
強
問
じ
組
織
$
れ
、
組
織
的
関
宰
に
よ
っ
て
賞
現

き
れ
う
る
政
治
的
理
想
に
穆
透
さ
れ

f
と
こ
ろ
の
掛
働
運
動
の
降
立

J~と

準
み
ヲ
コ
あ
る
の
で
あ
る
。

*
ジ
ョ
シ
・
オ
ー
ル
(
す
】
凶
回
。
司
)
は
築
費
四
融
か

ι勢
働
扶
態
由
恵

ル
仙
を
次
の
如
〈
置
明
し
て
い
る



一勢働者の食物

柴 養 向物1ギ8世者"杷スS イ努|以1広39食3上百1年，物回5努じ00高働お人者げい阻I~応E而止在且且的算m り

カ Jレジウム (グラム) 1，2 0，5 1，0 

餓 (ミ 9グヲム) 23 9，6 15 

ピダミシA (闘関車位) 6，600 1，220 5，000 

ピタミ:/.1:31( ~ 1，300 350 500-'-γ00 

ピダミ:/C( t )}グ守ラム) 110 55 

]ohn口rr..Food叩 dthe Pe甲 le，London， 1943. p. 15 
J. Kuczy:目ki，A Short I-I凶Lory，p. 184より 18世相の

計算は Drummond教授。も白， 1935年白表は週一人

営り食料>c9ν]):-/グ目下者十支出する家族である。。町

は，彼等は人口の1/SJ:.り多いとのベている。必要最の

現在。算定位 ]O]ln0目白書の中にある。 J.J{uczynski， 

ibid.， p. 104， Foot no~e目

d
ョ
ン
・
オ
ー
ル
は
究
の
樺
に
晶
ペ
て
い
る
。
|
|
「
捗
働
者
階
級

。
食
物
の
祭
養
慣
値
目
こ
の
悪
化
白
結
果
と
し
て
、
勢
働
者
大
衆
自
陣

椅
は
磁
化
し
た
の
で
あ
る
。
平
均
身
長

(
F
0
2
2品
。
丸
P
Z
E
)

は
低
く
な
っ
そ
。
と
り
努
働
者
大
来
の
築
養
欺
態

E
F瞳
持
白
悪

佑
位
、
次
円
原
岡
に
工
る
死
亡
車
の
低
下
に
よ
っ
て
か
く
さ
れ
て
い
る

1
・
ク
チ

Y

ス
キ

1
4
4日
創
刊
日
イ
ギ
リ
ス
努
働
階
担
欺
商
小
良
」

自
で
あ
る
。
即
ち
近
代
的
宿
生
原
理
由
週
用
に
よ
る
司
レ
ラ
や
腸
チ
プ

ス
中
チ
プ
ス
の
如
き
涜
行
病
宇
風
土
病
由
除
去

K
よ
ヲ
て
で
あ
る
」

(
T
E
P♂
】
可
。
忌
日
仏

F印
刷

vm
岳

F
司
・
同
町
)
と
。

「
今
日
。
イ
ギ

9
ス
の
捗
働
者
は
よ
り
高
い
文
化
本
準
を
享
受
し
、

一
層
集
持
よ
い
住
宅
そ
れ
は
必
ず
し
も
去
り
健
康
的
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
が

l
に
佑
必
で
い
る
が
、
ニ

O
O
年
前
の
彼
自
担
先
白
生
活
よ

P
低
い
柴
霊
水
準
に
て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
と
と
は
宇
ら
縁
地
の
な

い
事
寅
で
あ
る
」
(
]
『
・
同
居
。
品

E
r
r
k
，ω
E江
田
空
。
司
、

MMrH∞
占
。

窮
乏
白
深
刻
さ
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。

註
山
門

ν
1
a
y
「
帝
困
主
義
論
」
岩
披
丈
庫
版
一
一
一
一
貰

例
日
『
何
回
白
川

mEW
〉
日
阿
国
民
同
町
件
。
司
・
司
・

2

も

向

FE--
噌

-
E

仰
向
向

F
E
w
ヤ
宮

内

W
F
E
L》
担

山門

ω出
口
』
白
血
国

E
E日
耳
m
d
y
吋
宮
岡
山

2
2
P
8
0同ロ
E
，

同
困

E
E
G出
切
-
】
勺
・
]
戸
口
「

l
l
∞

刷
門
同
・
剛
内
屈
の
品
目

mF
〉

m宮
崎
仲
間
鼠

z
q
L苧
邑

や
l
臼
・
伺
ク
チ

y
ス
キ
ー
は
「
全
世
と
し
て
云
え
ぽ
、
今
日
捗
働
欺
商
は
、
今
世

組
担
は
じ
め
よ
り
も
、
勢
働
者
四
健
康
に
と
っ
て
一
暦
藤
〈
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
」

Q
・
同
5
4
M
m
r
J
与

E-w]VEQ)
と
遮
べ

て
い
る
。

)
 

回
一
『
目
阿
国

E
百
arMWM
一ZF
M
V・
邑
。

一
(第

大
十
七
九
省

四
=
一
主

第
六
披

七



y-ク
チ
ン
ス
キ

1
4
4日
報
日
イ
ギ
リ
ス
持
働
階
級
決
態
小
鬼
」

川町

H
r
E
w
可

-
E
U

m
H
同
日
4
E
r
u
F与
富
岡
凸
自
門
田

ε日
吉
者
宮
市
内
日
開
ロ
自
】
品
、

(
 

同

M-w

司
明
1
1
@
h
w
}唱
。

叶

~

問
』
・
同
E
4
E
r
c
k
p
F。
見
出
Z
0
4・
]VMMH
儒
乙
れ
に
つ
い

(
 て

は
次
の
書
物
を
参
照
せ
よ
。

口
・
出
。
d

室内

]rJ門
宮
内
凶
何
回
目
宙
開
問
百
、
足
。
司
自
己

0
5・一戸∞匂日目

冨

切

E
J
岡田乱。

4
t
切口
E
F
問。一
E
色
白
目
、
〈
巳
・
同
・

日仏間内一喝待国億四"に目。
0
4〈
OVげ
W

J
『

VO
】同
5
z
q
-
。内吋
z
b
o
d目。
Eω
自
u

】町内〈凶市町内仏

oaHnHG口、

HU印
。

ロ

合

同

目

白

σ-0・
〉
回
吉
岡
片
岡
戸

U
Z
4
0士
宮
出
口
E
V
唱。同
E
ロ由

の
Ywm
冨。
4
2
E
r
H頃草

同
4w-MWZMN即時
2
g
】WO宮
品
向
。
自
円
。
m
o
r
n
r
z
骨
円

〉
吋
ヴ
江

E
F
m
g品
E
m
E
同
盟
関

HE-P
冨
白
E
m
z
m
m
E
E
H
E
r
n
y

出

P
H同・

岡
田
凶
自
宅
E
P
E
P
出
向
守
〈

E
a
-
耳
目
n
r
E島

出
・
国
民
E
U
H
W
E
E
F
吋
E
骨
匂
回
目
。
ロ
m
u
E
h

kp白
]
同
国
[
同
国
自
己

F
吋
富
品
。
口
旦
。
目
m
ヨ・

]F8J『

五

今
夫
世
界
大
騒
(
一
九
三
九
年
|
四
五
年
)
中
、
イ
ギ
り
λ

の
勢
働
者

陪
紐
白
紙
態
は
い
か
に
捷
化
し
に
で
あ
ろ
う
か
a
一
川
し
て
今
次
大
蔵
中
白

務
倒
朕
態
の
慶
一
聞
は
前
大
騒
中
の
そ
れ
と
比
較
し
て
い
か
な
る
相
遺
骨
も

第
六
十
七
巻

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
肝
第
四
章
仁
お
い
て
ク
チ

y
ス
キ
l

炉
明

ら
か
仁
せ
ん
と
し
士
と
こ
ろ
の
問
題
で
あ
っ
亡
。
本
稿
で
は
今
弐
大
戦
中

の
勢
倒
状
態
の
み
骨
扱
う
で
あ
ろ
う
。

先
子
、
今
弐
大
戦
中
日
賃
銀
並
び
に
所
得
額
は
次
の
如

t
増
加
し
て
い

る
o
l
l
-

四
三
ム
ヘ

費事
~ 
J、
腕

ノ1

賃銀事， 1938-1945 

1938年10月=100

l指 数

1938年10月 100 

1940 7 1101/2 

1941 7 118 

1942 1 122 

1942 7 124 

1943 1 12'61/2 

1943 7 130 

'1944 1 132 

19叫 7 1351/2 

1945 1 1381/2 

1945 7 143 

1938-1945 

|指 数

1938年10月 100 

1940 7 130 

1941 ケ 142リ2

1942 1 146 

1942 7 160 

1943 1 lso 

1943 7 176 

1944 1 179 

1944 ケ 182 

1945 1 176 

194.5 7 180 

所得の増加

努働者並びに Bowley教
授の計算~ J. Kuczynski， 
A Short History， p田 126

J. 1ζuczynski， ibirl.， 

p. 128 



賃
銀
帯
以
上
に
所
得

(
E
E田
岡
田
)
が
上
昇
し
七
の
は
、
第
一
に
傍
働

時
闘
が
一
丸
三
八
年
に
比
較
し
て
上
昇
し
、
領
時
間
務
働

(mv。同
m
Z
E
m

4
3円
斤
)

M

Y

通
常
白
時
間
叩
日
開
働

(E-ー
吾
首
当
日
ご
と
な
b
.
そ
の
上

仁
残
業
が
附
加
さ
れ
士
こ
と
仁
、
第
二
に
時
間
外
勢
倒
の
賃
銀
は
標
準
務

倒
時
聞
の
ぞ
れ
よ
b
比
較
的
高
4
支
掛
わ
れ
、
又
特
別
ボ
ー
ナ
ス
が
所
得

の
中
日
合
主
れ

f
炉
、
賃
銀
帝
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
七
こ
と
に
、
第
三
仁

努
働
者
が
低
い
賃
銀
の
産
業
か
ら
、
例
へ
ば
繊
維
産
業
か
ら
商
い
賃
鎮
の

産
業
へ
、
例
へ
ば
機
械
工
業
へ
移
つ
仁
こ
と
仁
以
上
の
三
つ
の
理
由
に
よ

忍
の
で
あ
恥
。
ぞ
れ
は
夫
々
次
回
如
き
割
合
で
所
得
b
F
最
加
さ
せ
士
の
で

あ
る
。

2

2

2

2

 

l

i

l

i

 

-

-

1

1

 

。UU
作山

V
G
O

司
U
A
-
r
u
A
u
n
h
a
F
B
G
o
e
u

1

1

2

5

2

8

3

3

3

4

ム

1938年10月末

1940 7 タ

]941 7 

1942 1 

1942 7 

1943 1 

1験問 7 

19剖 1

1944 7 

1945 1 

1945 7 

h
v
hタ

タ

9

9

9

 

少

。

-
J. Kuczyn50ki， A Short His!ory， p. 129 

J
・
タ
ナ

Y
ス
キ

I

「
ト
呼
同
点
目
イ
ギ

9
5骨
働
階
極
限
盟
小
史
」

因
み
に
年
齢
別
性
別
の
平
均
所
得
摘
は
衣
白
還
り
で
あ
っ
亡
。

年齢別性別による平均所得額， 1938ー 1945

除年男子|車問成年女子|鉱訪|時醐:
1938年10月 695. Od 265. ld. 325. 6d 185. 6d 535. 3d.~ 
1940 7 89 0 35 1 38 11 22 4 69 2 I 
Hl41 7 99 5 4J 11 13 11 25 0 7ol0 

1942 1 102 0 42 6 47 6 26~ 10 77 9 

1943 7 111 5 46 2 54 2 30 3 85 2 

1943 1 113 9 45 1 58 6 32 1 87 11 

1943 7 121 3 47 2 62 6 33 10 93 7 

1944 1 123 S 46 10 63 9 34 3 95 7 

1944 ケ 124 4 47 4 64 3 3411 96 8 

1945 1 119 3 44 1 03 2 33 8 93 lt 

1945 7 121 4 45 6 63 2 35 1 96 1 

然
ら
ば
生
計
費
は
い
か
仁
増
加
し
、

カロ

J. Ku但 ynski，A Short Ilistory. p. 129 

質
質
賃
銀
は
い
か
じ
現
動
し
に

第
六
十
七
巻

第
六
旗

" 

田
君
七



1
・P
チ
ン
九
キ

E
4
4『
叩
時
前
イ
ギ
リ
ス
努
働
階
故
快
調
小
史
」

生計費 H:l38-1945 

公式訂正し
のも巴|叫の

1938年 10月 100 100 

1940 7 119 120 

1941 7 128 130 

1942 1 129 138 

1942 7 129 143 

1943 1 128 145 

1943 7 129 150 

1944 1 128 150 

1944 7 130 153 

1945 1 130 153 

1945 7 134 158 

公式。もり (0市cial)は労働省目

指数・訂正したも四 (revised) は

J. L. Nicholson氏のもの
J. Knczynski， ibid.， p. 135 

備
考
-
一
日
コ
ル
w
戸
時
四
一
訂
正
は
、
静
働
省
統
計
は
ニ
つ
り
献
で
不
需

分
で
あ
る
と
し
て
な
さ
礼
た
も
目
、
即
ち
第
一
に
こ
四
期
に
は
、
指

数
に
合
ま
れ
て
い
る
食
物
に
封
し
て
主
と
し
て
補
給
金
が
奥
え
ら
れ

た
。
そ
し
て
特
に
食
物
に
劃
し
て
そ
れ
が
一
般
的
支
出
山
中
で
の
相

劃
的
重
要
性
に
比
慌
し
て
車
〈
攻
ェ
イ
ト
を
お
き
ず
智
て
い
る
と

と
、
第
二
目
、
指
数
に
は
不
適
首
に
し
か
代
表
さ
れ
て
い
な
い
タ
パ

コ
や
潤
に
は
直
接
軸
出
陣
さ
れ
て
い
る
。
そ
O
結
果
と
し
て
指
数
に

は
一
般
物
憤
水
準
四
寅
際
自
反
映
が
な
さ
れ
て
い
な
い
り
で
あ
る
。

(
H
・
同

cmN百
回

r
r
F
M白
-
w
E
V
H伯
尚
)

第
六
十
七
省

四
=
一
凡

第
六
揖

2 

O 

J. Kuczyuski， ibid.， pp. 13，5-'6 

こ
の
賓
質
賃
銀
指
数
に
謝
し
て
ク
チ
シ
ス
キ
ー
は
弐
叩
如
き
説
明
を
加

え
、
税
金
や
祉
曾
保
険
貨
を
差
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。
|
|
「
こ
の
表
か
ら
我
々
は
職
事
中
大
き

4
は
な
い
に
し
て
も
寅

質
賃
銀
が
増
大
し
七
と
い
う
印
謀
者
う
け
る
。
ピ

1
グ
じ
お
い
て
は
賀
質

賃
銀
は
、
こ
臼
表
仁
よ
る
土
戦
前
よ

b
H
w
r付
高
い
。
し
か
し
我
々
は
今

ま
で
生
計
費
四
評
償
仁
お
い
て
何
人
も
計
算
に
入
れ
な
か
っ
七
一
つ
り
最

も
重
大
な
フ
ァ
ク
タ
ア
を
無
視
し
て
来
立
の
t

で
め
る
。
ぞ
れ
は
直
接
碗

(
品
目

m
a
m
m
a
c
s
)
白
非
常
な
増
大
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
税
金
が
努
働

者
自
家
計
支
出
仁
何
等
白
負
搭
に
な
も
な
い
努
働
者
的
支
出
ル
場
え
ら
れ

貨幣所得生活費及び寛質賃銀. 1938-1945 

1938~100 

問所司生計費|質質賃銀

1938年10月 100 100 100 

1940 7 180 120 108 

1941 7 142 136 104 

1942 1 146 13S 106 

1942 7 160 143 112 

1943 1 165 145 114 

1943 . 7 176 150 117 

1044 1 179 150 119 

1944 7 182 153 119 

1945 1 176 153 115 

HI4.5 7 180 158 114 



て
い
る
こ
と
は
非
常
に
奇
妙
な
こ
と
T
め
る
。
昌
E
b
w

ソ
y
E
A
は
賃
銀
白

直
接
続
は
戦
前
に
は
何
等
の
役
割
を
演
じ
な
か
っ
亡
。
そ
由
直
接
の
賃
銀

か
ら
の
差
引
額
は
一
九
四

O
卑
仁
お
い
て
は
所
得
叩
約

3
Mで
あ
っ
た
。

一
九
四
-
年
に
は
七

μで
あ
っ
た
正
し
て
い
る
。
若
し
我
々
が
ユ
ヨ
ル
ソ
〆

y
尽
の
、
賃
銀
総
額
ド
つ
い
て
叩
他
的
研
究
で
彼
が
引
っ
七
指
数
と
、
所

得
税
負
揺
及
社
曾
保
険
掛
金

(Ens-
官

E
回
目
。

S
E日
E
C自
点
の
指

数
を
用
い
る
な
ら
、
突
の
ご
と
き
差
引
綱
仁
到
撞
す
る
の
で
あ
る
。

9.0/ 
ー〆u

本 J..Kuc:zynski 

白計算 ibid.，
p. 1M 

6> 

10タ

10タ

8タ

9~ 

1940 

1942 

1944* 

1945* 

1山 1

1943 

こ
の
額
一
世
貫
質
賃
銀
か
ら
差
引
〈
な
ら
、
純
賞
質
賃
銀
指
数
(
固
免

E
邑

さ
品
目
臣
官
る
は
衣
の
如
〈
で
あ
る
G

前置質賃銀， 1938--45 

|純壁貫質銭

1938年10月 100 

19企0 7 106 

1941 7 98 

1942 7 

1943 1 

1943 7 106 I 
1944 1 107 I 

1944 7 107 

1945 1 

1946 7 

J. Kn白 ynski，ibid.， 
p. 136 

J
・
タ
テ
ン
ス
キ

1
G
4日
J
2
イ
ギ

u
i野
倒
陪
紐
倣
態
小
史
」

y
l

チ
シ
ス
キ
ー
は
こ
れ
さ
え
荷
す
ぎ
昌

k
レ
T
+抗
日
様
な
註
路
島
官
加
え

で
い
る
。
ー

I
「
こ
れ
ら
の
指
数
4
何
餓
b
じ
高
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
E
れ

rけ
で
あ
る
か
を
誰
も
知
ち
な
い
忙
け
で
あ
る
。
=
コ

Y
ソ
シ

民
は
食
料
の
問
題
と
快
乏

(uEE関
与
に
よ
る
生
計
費
の
増
大
に
つ
い

て

2
1
三
日
計
算
を
行
つ
十
5

そ
し
て
一
」

ω計
算
に
達
す
る
七
め
に
買
に
巧
妙
な
方
法
骨
用
い
亡
の
で

あ
る
。
し
か
し
私
は
彼
が
食
料
臼
問
題
や
物
資
の
快
乏

ω
結
果
的
測
定
に

成
功
じ
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。
質
質
賃
銀
を
指
数
に
お
い
て
現
寅
へ
よ

ち
接
択
さ
せ
る
こ
と
は
官
際
不
可
能
で
晶
る
が
、
質
問
且
賃
銀
が
性
宅
め
不

足
と
い
う
一
理
由
か
ら

rけ
で
色
一
九
三
八
年
の
ν
4
L
N
以
下
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
仁
す

s
tめ
じ
は
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ク
タ
ア
(
食
料
の
問
題
ζ

物

変
。
暁
乏
の
問
題
)
を
考
慮
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
賀
際
の
純
質
質

賃
銀
主
禁
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
我
々
は
そ
れ
が
一
九
三
入
年
目

ν
ベ
ル
よ

b
幾
分
低
か
っ
た
・
と
い
う
常
明
で
満
足
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
す
で
に
非
常
に
重
要
な
事
質
で
あ
h
」
と
。

と
と
ろ
で
か
か
る
寅
質
賃
銀
は
い
か
な
る
生
活
者
可
能
な
巴
し
め
士
で

あ
ろ
う
か
。
「
賃
銀
は
可
な
b
な
鶴
田
陣
牛
活
を
確
保
す
る
に
必
要
な
標
準

以
下
仁
低
下
し
七
。
そ
れ
は
そ
の

ν
ベ
ル
以
下
回
棋
準
以
下
に
色
侭
落
し

七
。
そ
し
て
更
に
賀
質
賃
銀
は
級
事
中
は
、
儲
か
仁
艶
化
し
仁
に
げ
で
あ
る

が
、
生
活
由
貿
際
的
標
準
令
官
民

E
u
E回
世
己
主
宮
町
)
は
可
な
b

大
事
〈
開
化
し
に
の
で
あ
る
o
、
何
と
な
れ
ば
消
費
凶
仁
め
の
商
品
の
量
、
と

質
い
か
可
な

b
大
寺

t
拠
化
(
悪
化
'
品
岸
本
〉
し
に
か
ら
で
あ
る
。
L

叉
現

第
六
十
七
巻

四一-一九

第
六
揖



ー
・
グ
チ
Y

A
キ
1

「
ト
持
同
報
品
イ
ギ

9
2骨
働
階
輯
欣
蔵
小
奥
」

質
的
消
費
は
+
丸
山
U

如
〈
減
湛
じ
て
い
る
の
で
あ
お
O

生
田
の
思
ι

仰
を
思
う

ベ
害
で
晶
る
ロ

費， 1939-1944 

1938~1凹

話!?11ji

tw ー簡に車
問品大
買のき「
号品い多
量質の〈
品。で叩
巴感あ貼

畢 fe モに
亡 o ，. 

ちコ ~ そい
H るれて
邑のは悪

で普イ 巳
あ惑 は
ると ζ

」ー ι，-コ
車蓑
にの

は示
反す
映も
さ。つ
れよ
πC り
な非
い骨

扱
で
今
実
験
宇
中
の
牛
一
活
水
準
、
特
仁
一
九
四
五
年

ωそ
れ
を
ラ
ウ
シ

ト
り
!
の
所
詔
「
肉
閥
的
能
端
」
(
】
E
E
Eご
出
口
E
4
)
を
維
持
し
て
ゆ

〈
仁
品
要
な
最
低
牛
活
費
(
田
芳
一
働
調
査
用
4
『

τ
F
Z
Z判
耳
切
司
長
官
官
，

第
六
+
七
巻

一三一一

岡
崎

HMHEF
悶

ζ
o
計
算
。
情
価
高
る
試
み
Jを
な
し
、
イ
ギ

WJZFO
職
時
措

働
者
出
ロ

E
V
尋
問
看
。
件
。
吋
!
被
は
長
時
間
働
き
烈
し
い
捗
働
を
す
る

ー
が
J

一
人
白
子
供
り
あ
る
彼
自
家
族
を
養
う
に
必
要
な
最
保
割
を
一
九
回

ニ
年
四
月
で
一

O
O
V
9
y
グ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
れ
に
生
計
費

ω

靖
大
を
考
慮
に
入
札
て
一
九
四
五
年
一
周
の
最
低
生
活
費
を
出
せ
ぽ
一
一

O
シ
D
ン
グ
と
な
る

ρ
で
あ
る
)
と
比
較
す
れ
ば
弐
の
通
り
で
あ
る
。
|

即
ち
若
し
我
々
が
色
々
の
産
業
の
男
子
の
平
均
賃
銀
を
比
較
す
れ
ば
、
一
一
一

人
の
子
供
者
ち
つ
に
家
族
世
奉
う
に
亡
る
充
分
な
賃
銀
を
得
て
い
る
産
業

は
戎
町
通
b
で
あ
4
6
0
(
Q
・
H
E
E
4
t
F
σ
E円
口

E2mm}

門
官
自
民
巴
u唱
P
E
C
O己
-
n
R・

口
2-mE自
由
斤

E
弘

E
R
E
-
由

E
E
u
r自
E

内

出
a
n
r
g古
田
n
O
B
m
E品
甚
唱
宮
己
仕
晶

司

P司
-mHW
司
ロ
回

mH口
開
"
忠
良
問
。
市
自
『
噌

Z
P

-
E
m旬。品

mEH晶
♂
一

Z・
(
鶴
岡
附
聞
事
〈
)

(
『
関
口

nNWHMmEu
〉

m
r。
同
行
同
町
Z
4・咽・

]za)

弐
の
産
業
に
お
い
て
は
成
年
男
子
勢
働
者
由
貿
銀
は
最
低
額
の

λ
O
%

か
ら
九
九

μで
あ
る
。

出

Enrw
唱

czmHW
鈴
凶
品
四
回

hwmm

出直口町凶
H

国
間
司
。
。
ロ
ロ

M

酬の

Z
間四・

nR-

n-。【宮町昼間

司
自
内

r
n
r
E
r
s島

E
E
n
n
p

F
R
Z廿
m♂
片

岡

M

J

O
宮・

四
四
O

静
六
輯



出
E
官
何

回
忌
】
R
W
己

】

仲

間

q
E
2
k
m
M

H
O
M
E
-
E
 

叶
自
白
骨
密
何
回
"
。
同
ロ

ο中
ヨ
包
巴
E
2
0
6凶

E
E
m
自
己
官
同
耳
品

閉
唱
》
円
《
史
×
凶
聞

耳
。
且
4毛5弓

E。同在rEE
阿

E巴晶一四四

司
・
同
白
日
吉
mrr
〉

m
Z
E
国
訪
問
。

4
・
ヲ
昌
也
)

農
業
仁
お
い
て
は
賃
銀
は
最
低
額
白
八

O
%以
下
で
あ
る

o
Q
同
E
4
i

~
E
E
U
H
E
P
M
M
V・
昌
也
)

「
全
聞
と
し
て
戎
印
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
副
ち
一
夫
f
げ
が
働

事
、
家
族
い
か
夫
婦
k
子
供
=
一
人
或
出
一
ニ
人
以
上
の
場
合
に
は
勢
働
者
自
殆

A
Eは
最
低
以
下
町
一
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
J

と
で
あ

る
。
そ
し
て
衣
白

ιー
と
を
つ
け
加
え
忍
J

べ
き
で
あ
る
。
帥
ち
す
べ
て
の
事

情
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
.
妻
Mr
倒
い
で
子
供
が
三
人
よ
り
少
い
多
〈
的

家
庭
に
お
い
て
さ
え
、
努
働
者
mv
多
数
は
こ
白
最
低
以
下
の
生
活
脅
し
な

け
れ
ば
な
ち
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
忍
。
そ
れ
は
勢
倒
岩
階
級
が
そ
れ
自

身
的
傍
働
力
言
。
井
国
間
巴
岡
田
恒
三
智
十
牙
仁
回
復
す
る
と
と
が
出
来

子
、
健
康
で
後
に
売
好
な
力
骨
色
っ
て
働
〈
こ
と
日
出
来
る
新
し
い
世
代

を
養
育
す
各
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
充
分
満
足
な
欣
態

は
股
宇
中
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

k
m
で
あ
る
ヤ

以
上
質
質
賃
銀
を
検
討
し
七
炉
、
そ
の
他
的
傍
働
欣
態
仁
つ
い
T
簡
卑

仁
堵
察
し
よ
う
。

3
・
タ
チ
ン

2
1
d
d円
同
母
制
イ
ギ

1
勢
働
階
組
献
盟
小
旦
L

先
守
勢
働
時
間
に
つ
い
て
、
「
今
究
大
験
中
一
刷
、
努
働
者
の
大
部
分
は
八

時
闘
務
倒
回
目
色
と
に
働
い
て
い
た
。
そ
し
て
工
場
法
は
十
六
歳
以
下
山

少
年
の
努
働
時
間
ぞ
週
四
十
時
間
に
制
限
し
て
い
七
G

一
九
一
四
年
の
大

験
前
は
努
働
時
間
ば
ち
っ
と
長
〈
勢
働
者
階
級
心
大
部
品
μ
は
少
〈
色
一
目

九
時
間
は
鰐
働
し
て
い

t
c
し
か
し
職
事
ド
は
己
ま
る
や
、
一
九
一
四
年

に
L

布
い
て
色
一
九
三
九
年
に
お
い
て
も
購
買
働
時
間
は
一
目
首
b
に
し
て
も

遡
雷
ち
に
し
て
4
延
長
さ
れ
は
じ
め
口
り
で
あ
る
。
官
際
傍
働
時
聞

は
急
速
に
延
長
さ
れ
h
の
で
暫
ら
〈
筏
じ
は
、
師
、
り
一
九
四
一
年
に
は
政

府
は
、
作
産
量
、
災
害
及
び
保
健
の

h
め
に
、
そ
し
て
市
営
に
長
い
四
万
働

時
聞
が
疾
病
を
結
果
せ
し
ゆ
る
と
い
う
こ
と
に
警
告
す
る
に
め
仁
、
こ
れ

に
干
渉
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
臼
で
あ
る
0

1

t

勢
働
時
聞
の
飴
h
日
延

長
が
生
産
性
に
及
ぼ
す
結
果
を
認
識
し
て
か
E
う
か
は
別
と
し
て
、
今
次

犬
職
前
で
も
大
戦
で
色
調
努
働
時
間
は
職
宰
日
第
三
年
目
、
一
九
一
七
年

及
び
一
九
四
三
年
に
は
減
少
し
は
じ
め
に
の
で
ゐ
U
」
。
今
次
大
職
中
の
週

嘗
り
平
均
勢
働
時
間
は
次
的
如
く
で
あ
っ

f
。

平提出盟若手働時間企

時間
46.5 

場 TheMinistry of 

Labour Gazett. 

J. Ku臼 ynski，
ibid目， p. 151 
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ー
・
タ
チ

y
z
i
「
ト
待
問
時
日
イ
ギ
B
ス
勢
働
階
級
獄
態
小
史
」

ザ
働
時
間
白
延
長
と
傍
働
の
稀
暦
弘
比
び
勢
倒
の
彊
度
化
と
は
弐
の
如

き
災
害
の
増
大
字
結
果
し
亡
の
で
あ
る
。

1938年よ b増大し亡災 院命事l習量九|椴喜!理九
害押数 1935-1943 

1938 944 ー
E211n79B92o9Z1，366570597 1 2 -1939 1.104 十+2174出9 十 270タタ6 

1940 

1I111，，，，，368O274062Z 3 6 3 0 
，十+ 17? 1941 + 20タ

男l女 1942 17 • 31321間67i+ 16? 
1943 - 11生 309_924!- 1? 
1944 18~ 281.578!- 9タ

と札は主担工場監督官の報告である
Hi4.0i3S， 476 9，1401 4，260 (Heports of the Chief Inspector of 

1941156，591 28，2311 6，373 Fadori田)，
J. Kuczynki， A Short Histor'y， p. 155 

1943165，899部川 6，703[I 成年男子|成年女子|少年|少女

合計註1…5 叩肘261221;j78031
1939 1 146，4171 17，0291 22，3641 7，665 白 ~~ -，.，，，白河 内，n白

J. Cuczynski， iuid.， p. 15G 
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六
十
七
巻

司Z
プミ
醜

四

四
回

タ
チ
y
ス
キ
ー
は
「
民
害
は
今
央
大
一
職
中
異
常
仁
増
太
し
に
。
格
働
時

間
色
増
大
し
に
こ
と
は
事
買
で
あ
る
が
、
こ
の
増
大
は
災
害
敷
の
増
大
仁

比
較
す
れ
ば
全
〈
小
さ
い
色
の
で
あ
色
と
の
ベ

τい
る
。

務
働
朕
躍
り
か
か
る
悪
化
は
、
今
共
職
宰
が
「
帝
閤
主
義
職
争
」
と
し

て
で
は
な
〈
、
所
開
「
フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
打
倒
」
の
鞍
号
J
T

とし

t
「
努
設

協
力
」
し
て
行
わ
れ
に
仁
も
拘
ら
子
、
次
の
如
き
ス
ト
ラ
イ
キ
者
側
鼓
せ

し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

ストヲイキとロックアウト

193.9-194ち*

|ドスト晴件敷昨IAλ(勢働目)

1939 337，000 1，360，000 

1940 299，000 940，000 

1941 .%0，000 1，080，000 

1942 457，加01 1，530，000 

1903 5る7，000 1.8.10.000 

1944 821，000 3，710，000 

1945 530，000 2，830，000 
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而
じ
て
「
一
九
三
九
年
に
お
い
て
は
小
き
か
っ
七
共
産
業
は
今
や
大
政

戴
!
大
衆
的
課
す
自
自
ω

官
民
》
)
に
成
長
し

t
の
で
あ
る
。
」
パ
ロ
ウ

(
Z・
出
司
自
)
の
調
査
は
こ
の
ク
チ
ン
ス
キ
!
の
一
言
葉
を
裏
書
き
し
て
い

Z
ご
正
〈
で
品
る
。
聞
も

T
・U
・
c
加
入
如
窓
口
中
川
町
四

O
制
令
、
玉
、

九
四
豆
、
七
九
七
人
的
組
合
員
じ
つ
い
て
の
調
賛
で
、
務
倒
識
政
府
支
持

の
四
組
合
、
七
二
六
、
五
八
七
人
仁
謝
し
、
章
新
的
批
曾
醐
盟
化
を
望
む
者



の
数
は
九
絹
合
、
回
、

O
四
六
、
九
一
ニ

O
人
中
多
き
世
算
し
七
り
で
あ

る
町
イ
ギ
リ
ス
務
働
者
階
級
白
念
準
化
を
思
う

J

へ
き
で
品
品
。

詮
仰
い
「
・
州
内
ロ
P
N〕

E
m
E・
k
p
ω
E
Z
同
断
言

4
・
MV・回目∞

仰

F
E
J
M
V・
同
旬
。

m門
岡

r
E
M
M
V目
回
当

向
型
匹
、
町
・
H
U
G

向

自

・

困

問

R
E
E
F
S
5・
3
n
F
Eロ
Z
E
t

戸
島
5
当
♂
吋
。
吉
岡
J
J

〉
皆
邑
判
。
町
吋
O
ヨ
ロ
回
し
民
0
・
勢
働
調
査
局
、

(叶
Z
H
b
r
E『
同

E
q岳
ロ
岡
市
AHZHMM拘
置
時
)
は
と
O

最
偶
生
活
費
白

み
じ
め
さ
、
低
さ
を
、

R
H。n
K
1ず

Z
Z
E
日百円
HMME恒
三
日
己
創
E
3

と
主
ん
で
い
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